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②（①の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことばが わからないから、わかることばに してみよう。 

「ぼくたち、なかよし ４くるるん❤ 」 

「しゅっぱーつ。イエーイ❤」 

「え～い、くるるんどもめ、またあんなに なかよくしてるぞ。」 

「カエルたちよ、２くるるん さらってまいれ！」 

＜なかよくしたって いいじゃん！ ね。＞ 

＜あれ・・・？＞ 
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③（②の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おいっ！ おまえたち、王さまの命令だ。さらっていくからな。」 

「わあっ！！ たいへんだ！ かくれよう！」 

＜かくれるって、もう、みつかってる よねぇ。＞ 

＜カエル、２ひき きたね。＞ 

＜２くるるん さらってこいって いったからね。＞ 

＜それで カエルが ２ひき ってこと？＞ 
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④（③の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かくれてっ！！」 

「そこに いるのは、わかっているぞ！」 

＜やっぱり みつかってる じゃん。＞ 

＜４－２ だって。＞ 

＜みて！ カエルのベロが のびてるよ！＞ 
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➄（④の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「２ポイ、パック―ン。」 

＜わあっ、やられた！＞ 

＜たべられちゃうの？＞ 

＜カエルのベロ、めっちゃ きょうりょくだね。＞ 

＜すごすぎる！＞ 

＜かくれてる くるるん、きっと こわいよねぇ。＞ 
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⑥（➄の裏） 

「あばよっ！」 

＜わぁ！ つれていかれ ちゃったよ＞ 

＜たすけてって、こえが するよ。＞ 

＜のこってる くるるんが いたよねぇ。＞ 

＜はじめに なんくるるん いたっけ？＞ 

＜４くるるん だよ。あそこを みたらわかる。＞ 

「あそこって？」 

＜ほら、あそこに ４－２って かいてある。＞ 

「え？ どういうこと？」 

「え？ どういうこと？」という問い返しは、とても有効です。できるだけ教師の説明はさけ、 

子ども同士で考えさせたい。特別支援学級の子どもたちでも、こういう具体的な場面では、考え方を共

有し合うことが可能になります。操作を伴う場面なら、なおさらチャンスです。紙芝居の後には、必ずブ

ロックとカエルで再現の操作活動を組みましょう。子どもたちにとっては楽しいごっこあそびです。 

 

 

《王様のパクパク人形》 

紙コップ（試飲用の小）を縦に２か所

切り込んで上下に開き、絵を描く。 

再現の操作活動で活躍します。 

「王様の命令」は５つあります。「くる

るんたちのくらし」にも王様が登場し

ます。 

＊「王様のパクパク人形」と「カエル」

の作り方は、「さんすうしぃ」検索 
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⑦（⑥の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ～ぁ、つれていかれ ちゃったねぇ。 

＜おうさまって、こどもみたいだね。あっちむいてホイ してるよ。＞ 

＜くるるんたち、あそびあいてを させられて るんだ。＞ 

「さっき、４－２ ってかいてあるから わかるって いったよね。どういうこと？」 

＜んー・・・＞ 

「くるるんと カエル だしてみようか。」 

＜え？ やるやる❤＞ 

数式カード・カエル・ブロック・隠れるためのハンカチを用意して、再現のごっこあそびをやっ

てみましょう。 
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①（⑦の裏） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜青色＞は子どもの反応の例 
 

「王様の命令その１」 

＜おうさま、おこってるね。＞ほんとだ。なんでかな。 

＜なんか、カエルが いやそうな かおしてるよ。＞ 

＜なに いってるのか、ことばが わからんよ。＞ 

＜にほん語じゃぁ ないんだね。＞ 

＜ヘンテコ語？＞ 

＜でも、わかるところが あるよ、ほら、４－２。ひきざんみたい。＞ 

 

この紙芝居は、子どもたちと一緒に、あなたが紡いでいくもので

す。一緒に絵を見て、子どもたちからお話を引き出していってくださ

い。 友だちや先生と一緒に絵を読み解き、自由に発言したり友だ

ちの気付きに共感したりしながら、楽しんでいってほしいと願ってい

ます。 

ト書きを読んでもらってもいいのですが、読むというよりは、目の

前の子どもたちに語りかけるようにやってみてくださいね。 


